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 町
内

を
行

進
　

乙
部

町
消

防
団

出
初

式
が

1
月

3
日

、
消

防
署

前
か

ら
の

行
進

を
皮

切
り

に
開

催
さ

れ
、

平
成

2
8
年

も
地

域
の

安
全

を
守

ろ
う

と
、

約
8
0
名

の
消

防
団

員
が

決
意

を
新

た
に

し
ま

し
た

。
　

ま
た

、
町

民
会

館
で

行
わ

れ
た

式
典

で
は

米
田

光
政

消
防

団
長

か
ら

式
辞

が
述

べ
ら

れ
、

乙
部

町
消

防
団

の
今

以
上

の
絆

と
団

結
を

誓
い

ま
し

た
。

平
成
28年
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乙部町職員の給与・職員数等の状況
　乙部町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、乙部町職員の給与や職員数等について、町民み
なさんに広くその実態を理解していただくため、次のとおり公表します。
　なお、町職員の給与については、地方自治法や地方公務員法に基づき国家公務員に準じた制度となっており、
町議会の議決を得て町条例で定めています。

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

２ 職員の給与の状況

職　　種 男性 女性 計
一 般 行 政 職 4人 0人 4人
看 護・ 保 健 職 0人 0人 0人
医  師  職 1人 0人 1人

計 5人 0人 5人

退職事由 人数
定 年 退 職 5人
勧 奨 退 職 0人
普 通 退 職 1人

計 6人

職種 人数
一 般 行 政 職 2人
看 護・ 保 健 職 1人

計 3人

（平成26年4月2日～平成27年4月1日） （各年４月１日現在）

（平成26年4月2日～平成27年4月1日） （平成27年4月1日現在）

（1） 職員の採用の状況 （4） 部門別職員数の状況

（2） 職員の退職等の状況 （3） 再任用制度職員の状況

課 名 等 平成26年 平成27年 増  減
総 務 課 7人 8人 1人
税 務 課 5人 5人 0人
町 民 課 18人 19人 1人
出 納 室 2人 2人 0人
産 業 課 11人 11人 0人
財 政 課 5人 5人 0人
建 設 課 9人 9人 0人
議会事務局 2人 2人 0人
教育委員会 8人 8人 0人
保 育 園 4人 4人 0人
国 保 病 院 20人 20人 0人
合　　計 91人 93人 2人

（1） 人件費の状況（平成26年度普通会計決算）

（2） 職員給与費の状況（平成26年度普通会計決算）

（3） 一般行政職の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成27年４月１日現在）

（4） 一般行政職の初任給と経験年数別平均給料月額（平成27年４月１日現在）

歳出額 (A) 人件費 (B) 人件費率(B/A) 25年度の人件費率
4,219,972千円 568,432千円 13.5% 15.1%

職員数
(A)

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

61人 226,572千円 34,184千円 83,183千円 343,939千円 5,638千円

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
乙部町 40.6歳 289,380円 360,286円 342,612円

国 43.5歳 334,283円 ―  408,996円

区　分 初任給 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

大学卒 乙部町 174,200円 260,700円 298,700円 332,400円
国 174,200円 － － － 

短大卒 乙部町 154,800円 － 298,700円 － 
国 154,800円 － － － 

高校卒 乙部町 142,100円 － 275,900円 318,200円
国 142,100円 － － － 

注）人件費には、特別職・議会議員・各委員の
報酬や職員の共済費等が含まれています。

注）フルタイム再任用職員のみ

注）職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当等で、退職手当を含まない。
注）職員数は、平成26年４月１日現在の人数です。

注）平均給料月額とは、平成27年４月１日現在における基本給の平均です。
注）平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などすべての諸手当の額を合計したものです。
　　また、平均給与月額（国ベース）は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比

較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

注）100円未満四捨五入 ※国の経験年数別平均給料月額については公表されておりません。
  ※乙部町の短大卒の経験年数10年以上15年未満及び20年以上25年未満の該当者はおりません。
  ※乙部町の高卒の経験年数10年以上15年未満の該当者はおりません。 〔2〕



３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（5） 一般行政職の級別職員数の状況（平成27年４月１日現在）

（7） 職員の期末・勤勉手当の状況（平成27年４月１日現在）

（1） 職員の勤務時間（標準的なもの）

（2） 年次有給休暇の取得状況（平成27年１月１日～平成27年12月31日）

（9） ラスパイレス指数の状況
　　国家公務員の平均給料月額を100としたときの比較

（6） 一般行政職の各種手当支給状況（平成27年４月実績）

（8）  特別職の報酬月額等の状況（平成27年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主 事 14人 23.7%
２級 主 事 4人 6.8%
３級 係 長 ･ 主 査 18人 30.5%
４級 課 長 補 佐 ･ 係 長 10人 16.9%
５級 課 長 ･ 参 事 9人 15.3%
６級 課 長 4人 6.8%

計 59人 100.0%

区分
乙部町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225月 0.750月 1.225月 0.750月
12月期 1.375月 0.750月 1.375月 0.750月

計 2.60月 1.50月 2.60月 1.50月

区　分 支給職員数 一人当たり
平均支給月額

扶 養 手 当 27人 20,907円
住 居 手 当 20人 21,010円
通 勤 手 当 6人 3,217円
地 域 手 当 0人 0円
管 理 職 手 当 23人 36,261円
時間外勤務手当 28人 32,711円
宿 日 直 手 当 7人 4,200円

区分 月  額 期末手当支給割合
町　　 長 750,000円
副 町 長 615,000円
教 育 長 575,000円 ６月支給 1.90月
議　　 長 232,000円 12月支給 2.20月
副 議 長 193,000円 計 4.10月
常任委員長 174,000円
議　　 員 170,000円

年　度 H22 H23 H24 H25 H26
北 海 道 92.8 92.5 102.1 101.9 95.7
道 内 町 村 96.0 96.2 104.3 104.3 96.2
檜 山 町 村 94.1 94.5 102.2 102.9 95.5
乙 部 町 93.6 94.3 102.1 103.3 94.3
乙部町（参考値） 94.3 95.4
注）「参考値」は、国家公務員の時限的な給与改定特例法に

よる措置が無いとした場合の値（減額前）です。
※平成２７年度のラスパイレス指数については、まだ公表さ

れておりません

※退職者及び新規採用者については含まれておりません。

１週間の勤務時間
勤務時間

休憩時間 閉　庁　日
始業時間 終業時間

38時間45分 8:30 17:15 正午から1時間の休憩時間
日曜日及び土曜日
国民の祝日に関する法律に規定する休日
12月31日から翌年１月５日までの日

区　分 総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 取得率
一般行政職 2,141日 435.2日 54人 8.1日 20.33%
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昨
年
末
に
乙
部
町
の
グ
ー
グ
ル

（Google

）
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー

が
公
開
さ
れ
、滝
瀬
海
岸
や
竹
森
、

縁
桂
、
元
和
台
海
浜
公
園
な
ど
七

カ
所
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
は
グ
ー
グ

ル
が
提
供
す
る
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

の
機
能
の
一
つ
で
、
街
中
や
観
光

名
所
を
、
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ

う
に
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

今
回
公
開
さ
れ
た
乙
部
町
の
ス

ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
は
、
グ
ー
グ
ル

の
「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ト
レ
ッ

カ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
、
乙
部
町
役
場
が
参
加
し
撮
影

し
た
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
エ

リ
ア
は
国
道
や
町
道
沿
い
と
な
っ

て
お
り
、
車
で
は
立
ち
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
所
は
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
竹
森
、

縁
桂
な
ど
を
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー

撮
影
用
機
材
「
ト
レ
ッ
カ
ー
」
を

担
ぎ
、
歩
き
な
が
ら
撮
影
し
、
海

岸
線
は
船
に
ト
レ
ッ
カ
ー
を
積
ん

で
撮
影
し
た
こ
と
で
、
見
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
観
光
ス

ポ
ッ
ト
等
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
で
、

乙
部
町
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
人

で
も
、
現
地
へ
足
を
運
ば
ず
に
下

見
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

富
岡
た
ん
ぽ
ぽ
会
で
は
、
地
産

地
消
を
テ
ー
マ
に
富
岡
ブ
ラ
ン
ド

の
農
産
物
加
工
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
三
年
前
か
ら
み
そ
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

原
料
は
大お
お

莢ざ
や

白し
ろ

乙お
と

女め

と
い
う
黄

大
豆
、
乙
部
産
の
米
か
ら
自
分
た

ち
で
つ
く
っ
た
麹こ
う
じ

と
塩
の
み
で
、

余
分
な
も
の
は
一
切
加
え
ず
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
富
岡
た
ん
ぽ

ぽ
会
代
表
の
金
子
美
智
子
さ
ん
は

「
ま
ご
こ
ろ
と
愛
情
が
た
っ
ぷ
り

　

十
二
月
二
十
五
日
、
乙
部
町
商

工
会
青
年
部
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
持
っ

て
つ
く
し
保
育
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
で
は
、
町
の
活

性
化
に
貢
献
し
た
い
と
の
こ
と
か

ら
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
っ
て

欲
し
い
」
と
の
願
い
か
ら
企
画
さ

れ
、
お
菓
子
や
文
房
具
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
外
を
歩
い
て
い

る
サ
ン
タ
さ
ん
に
気
づ
く
と
、
興

▲撮影用機材のトレッカー

▲ストリートビューで滝瀬海岸を散歩できます

グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で

乙
部
が
丸
見
え
！

入
っ
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
「〝
縁
桂
の
里
”
お
と
め
味
噌
」

と
い
う
商
品
名
で
、
味
の
評
判
が

高
く
、
昨
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に

完
売
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
二

百
キ
ロ
の
仕
込
み
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

五
百
グ
ラ
ム
四
百
円
で
、
光
林

荘
や
道
の
駅
ル
ー
ト
２
２
９
元
和

台
で
も
販
売
す
る
予
定
で
す
の
で

是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

奮
し
な
が
ら
窓
に
向
か
っ
て
走
り

ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
、
園
児

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
四
日
の
夜
に
自
宅

を
訪
問
し
、
家
族
に
代
わ
っ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
子
ど
も
へ
手
渡
す
事

業
も
行
い
、民
谷
和
麻
部
長
は「
こ

の
事
業
も
二
年
目
に
入
り
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ご
こ
ろ
と
愛
情
が
隠
し
味
！

サ
ン
タ
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ

～
富
岡
た
ん
ぽ
ぽ
会
み
そ
づ
く
り
～

～
願
い
を
込
め
て
～
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平成２７年度　乙部町

～住み慣れた地域、わが家で安心して暮らし続けるために～

介護予防のつどい

【申し込み】

【バス送迎】

２月26日(金)までに乙部町地域包括支援センターにお申し込みください

乙部町地域包括支援センター　　電話：６２－５８４５

バスご利用の方は必ずご連絡をお願いします
※時間と停留所をお伝えします

会　 場
生きがい交流センター

（劇団きらら）

講師　一般社団法人終活カウンセラー協会
　　　上級カウンセラー
　　　（株）マイプロモーション

樫
かしき

木 泰
たいこ

子 氏

「人生　泣いて笑って」

「笑顔の終活～未来のシナリオ」
～自分の人生、自分で創生しましょう～

劇

講演

日　 時

午後１時～３時３０分

３ ５月 日㈯

参加対象
どなたでも
ご参加いただけます

プ ロ グ ラ ム

戦没者等のご遺族の皆様へ 第１０回特別弔慰金の請求はお済みですか？

☆☆　お問い合わせ先　　町民課福祉係（電話６２－２３１１）　☆☆

　戦後７０周年に当たり、国として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）が支
給されます。

●支給対象者
　 　戦没者等の死亡当時の遺族で、平成２７年４月１日に「公

務扶助料」や「遺族年金」等を受ける方がいない場合、次の
順位より一人に支給。

　　１． 平成２７年４月１日までに「援護法による弔慰金」の
受給権がある方(※１)

　　　　※ 「援護法による弔慰金」は今回の特別弔慰金とは別
な制度です。

　　２．戦没者等の子
　　３．戦没者等の父母・孫・祖父母・兄弟姉妹
　　４．戦没者等の三親等内の親族（※２）
●支給内容　　額面２５万円、５年償還の記名国債
●請求期間　　平成３０年４月２日まで
　※１ 「援護法による弔慰金」は公務上の負傷等で死亡した軍

人・軍属・準軍属の遺族へ支給されます。
　※２　戦没者等と１年以上生計関係がある方になります。

〔5〕



教
育
委
員
会
だ
よ
り

第311号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

公
民
館
主
催
の
第
二
十
七
回
乙

部
町
少
年
少
女
カ
ル
タ
大
会
が
一

月
八
日
、町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

町
内
の
小
中
学
生
十
八
チ
ー
ム
六

十
五
名
が
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学

三
年
生
以
下
）、
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
に
分
か
れ
て
白
熱
し

た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

各
部
の
代
表
二
チ
ー
ム
が
十
七

日
、
せ
た
な
町
で
開
催
さ
れ
た
檜

山
大
会
に
出
場
し
、
小
学
生
の
部

で
「
明
和
魂
Ｙ
Ｄ
Ｋ
」
が
準
優
勝

に
輝
き
、
全
道
大
会
（
札
幌
市
）

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

町
内
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
。

■
中
学
生
の
部

優　

勝　

凡
才
Ⅱ
（
成
田
梨
々

花
・
菊
池
彩
乃
・
西
村
芽
依
・
浅

野
瑞
季
）

準
優
勝　

Ｔ
Ｋ
Ｇ
（
安
里
咲
紀
・

堀
田
菜
月
・
長
尾
祈
天
・
西
田
龍

世
・
藤
井
莉
来
）

第
三
位　

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

（
能
代
晃
輔
・
陳
祐
綾
花
・
中
谷

百
伽
）

■
小
学
生
の
部

優　

勝　

明
和
魂
Ｙ
Ｄ
Ｋ
（
伊
勢

亜
祐
・
宮
本
蓮
汰
・
田
畑
匡
一
・

近
藤
柚
美
）

準
優
勝　

明
和
魂
Ｋ
（
佐
々
木
悠

斗
・
石
山
凜
・
板
谷
和
奏
・
須
田

華
留
菜
・
新
谷
果
央
）

第
三
位　

ト
リ
プ
ル
３
（
菊
池
智

哉
・
菊
池
秀
太
・
井
口
隆
太
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優　

勝　

フ
ラ
ワ
ー
チ
ー
ム
（
井

田
花
和
・
陳
祐
恭
花
・
由
利
花
央
）

準
優
勝　

明
和
魂
Ｙ
Ｔ
Ｍ
Ａ
（
伊

勢
慶
稀
・
後
藤
椿
・
佐
々
木
茉
実
・

近
藤
彩
乃
）

第
三
位　

さ
か
え
は
ま
チ
ー
ム（
齋

藤
大
杜
・
由
利
蓮
音
・
齋
藤
み
ひ
ろ
）

　

教
育
委
員
会
主
催
の
第
三
十
三
回

乙
部
町
青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会
が

十
二
月
二
十
二
日
、
町
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
自
治
会
町
内
会
長
や
民
生

委
員
、
社
会
教
育
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

小
中
学
校
長
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
江
差
警
察
署
刑
事
・
生

活
安
全
課
の
米
山
克
美
氏
を
講
師

に
、「
青
少
年
の
非
行
の
状
況
や
薬

物
犯
罪
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
」
な
ど
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
頂
き
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の
た
め
に
、
私
た
ち
大
人
が
責
任
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
檜
山
教
育
局

教
育
支
援
課
の
田
中
尚
史
氏
が
「
子

ど
も
達
の
ネ
ッ
ト
利
用
と
生
活
実

　

公
民
館
主
催
の
「
お
正
月
を
む
か

え
よ
う
」
が
十
二
月
十
三
日
、
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

幼
児
、
児
童
や
保
護
者
な
ど
約
五
十

名
が
参
加
し
、臼
と
杵
を
使
っ
て「
も

ち
つ
き
」
を
行
い
ま
し
た
。
滝
瀬
５

５
会
の
堀
田
民
男
会
長
と
田
中
富
五

郎
氏
の
協
力
で
子
ど
も
達
が
順
番
に

も
ち
を
つ
き
、
乙
部
大
黒
を
使
っ
た

き
な
こ
も
ち
と
豆
も
ち
に
し
て
み
ん

な
で
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十

八
日
に
は
子
ど
も
達
に
よ
る
ま
ゆ
だ

ま
飾
り
も
行
い
、
公
民
館
と
町
民
会

館
に
そ
れ
ぞ
れ
飾
ら
れ
ま
し
た
。

白
熱
し
た
試
合
に
大
声
援

～
少
年
少
女
カ
ル
タ
大
会
～

青
少
年
の

健
全
育
成
を
願
っ
て

お
正
月
の
風
物
詩

餅
つ
き
を
し
た
よ

態
」
に
つ
い
て
、
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
か
ら
ゲ
ー
ム
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
使
用
時
間
の
実
態
と
学
習
・

生
活
習
慣
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

説
明
し
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
自

然
体
験
や
社
会
体
験
を
推
奨
し
、
電

子
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
る
時
間
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
全
体
交
流
で
は
、
各
小
中

学
校
長
か
ら
子
ど
も
達
の
学
校
生
活

の
様
子
の
話
し
が
あ
り
、
地
域
で
の

目
配
り
や
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
力
す
る
こ
と
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
は
冬
休
み
が
終
わ
り
三

学
期
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

も
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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図書室の新刊おすすめ紹介
【 一 般 向 け 】
●母と暮せば （山田　洋次）
●運命の花びら （森村　誠一）
●やせるのは、こっち！ （伊達　新菜）
●坂の途中の家 （角田　光代）
●深淵の覇者 （数田　久遠）
●人魚の眠る家 （東野　圭吾）
●冬の光 （篠田　節子）
●その痛み、なんとかします。“痛み”の癒し大全 （おのころ心平）
●たべものいっぱい！あそべる！フェルトのおままごと （日本ｳﾞｫｰｸﾞ社）

【幼児・児童向け】
●ミニオンズ （澁谷　正子）
●おばけのアッチ　パン･パン･パンケーキ （角野　栄子）
●マジック少年マイク１･ ２ （ケイト･イーガン）
●爆笑！感動！スポーツ伝説超百科 （オグマナオト）
●ピピとキキのもちつきぺったん （きしらまゆこ）
●真田十勇士 （小前　亮）
●Ｉ Love スヌーピー （KADOKAWA）
●スポンジ・ボブをさがせ！ （学研）
●ゆきだるまうさぎ （田中てるみ）

　

一
月
十
三
日
、
町
民
会
館
を
会

場
に
、
子
ど
も
達
に
社
会
で
自
立

し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
保
護
者
、
地

域
住
民
、
教
育
関
係
者
が
共
通
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
北

海
道
の
子
ど
も
達
の
学
力
に
つ
い

て
考
え
る
会
」（
檜
山
教
育
局
、

町
教
委
等
共
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
宮
城
教
育
大
学
の
野
澤
令

　

教
育
委
員
会
主
催
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
冬
休
み
ス
キ
ー
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
初
日

の
一
月
七
日
は
積
雪
不
足
で
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
雪
が
積
も
る
の

を
待
ち
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で

の
五
日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
町
ス
キ
ー
協
会
員

や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
学
校
教

員
を
迎
え
、
町
内
の
小
学
生
七
十

地
域
が
一
体
と
な
っ
た

子
ど
も
達
の
学
力
向
上
に
向
け
て

富
岡
ス
キ
ー
場
は
大
に
ぎ
わ
い

～
冬
休
み
ス
キ
ー
教
室
～

照
氏
を
講
師
に
迎
え
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
大
切
さ
や
社
会
全
体
で
連

携
を
強
め
る
こ
と
で
学
力
向
上
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
と
講
演
を

聞
い
た
後
、有
識
者
や
学
校
教
員
、

保
護
者
、
地
域
住
民
等
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
公
開
討
論
会
）
を

行
い
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
様
々
な
立
場
か
ら
子
ど
も
達

の
学
力
を
育
成
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、

七
名
が
参
加
。
冬
の
寒
さ
も
忘
れ

元
気
い
っ
ぱ
い
に
滑
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
教
室
は
レ
ベ
ル
別
に

分
か
れ
、
上
級
者
は
山
頂
か
ら
の

滑
降
指
導
を
受
け
、
初
心
者
は
ス

キ
ー
の
履
き
方
か
ら
丁
寧
な
指
導

を
受
け
、
最
終
日
に
は
一
人
で
リ

フ
ト
に
乗
る
参
加
者
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。

　

富
岡
ス
キ
ー
場
は
三
月
上
旬
ま

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
学
力
向
上

の
機
運
を
高
め
る
場
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

で
の
開
設
予
定
。
皆
さ
ま
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

北海道教職員美術展（地方移動展）in乙部が開催されます。
会場：町民会館（入場無料）　2月2日（火）～8日（月）10時～17時

　

乙
部
の
銘
木
「
縁
桂
」
へ
の
約
一

キ
ロ
の
道
の
り
を
か
ん
じ
き
を
履
い

て
散
策
し
ま
す
。
夏
と
は
違
っ
た
冬

景
色
の
縁
桂
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

二
月
二
十
一
日
（
日
）

　

公
民
館
前
九
時
半
集
合
・
出
発

参
加
料　

五
十
円
（
甘
酒
代
）

定　

員　

二
十
五
名

　
（
最
少
開
催
人
数
六
名
）

持 

ち
物　

か
ん
じ
き
又
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
（
貸
出
も
あ
り
ま
す
）

一
月
十
七
日
・
町
民
体
育
館

優
勝　

乙
部
Ｆ
Ｃ
（
四
勝
〇
敗
）

　
【
五
チ
ー
ム
総
当
り
リ
ー
グ
戦
】

「
縁
桂
か
ん
じ
き
散
策
会
」

参
加
者
を
募
集
中
！

檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

「
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
の
部
」

申 

込
み　

二
月
十
八
日
（
木
）
十
六

時
ま
で
に
公
民
館
（
電
話
六
二
の

三
三
一
一
）
へ
。
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忘れずに申告しましょう
所得税 ・ 住民税の申告が近づきました

申告書の提出先・・・・・・納税者の１月１日現在の住所所在地
申告書の提出期限・・・・・３月１５日（火）

◎ 申 告 日 程 表（28年）

◎申告にあたっての必要な書類のチェック表（申告のとき持参して下さい。）

☆各地区での申告相談は下記日程表のとおり行いますので、指定された日時、会場で申告されますようご協力をお願いします。
☆江差税務署での申告相談・受付は、2月16日から3月15日までです。（土、日を除く）
　申告書を郵送で提出する場合は、「申告書等集中処理担当部署　〒040-8505（住所の記載は不要です）」へ郵送してください。
　窓口で提出される場合は、今までと同様、江差税務署に提出することができます。
☆国民年金保険料の納入額は、全額控除の対象となりますので、平成27年中に支払った領収書を持参してください。
☆国民健康保険に加入している場合は、所得のない方でも申告しないと軽減の措置が受けられませんので、必ず申告されますよう

お願いします。

期　　日 地　区　名 受 付 時 間 会　　　場 備　　考
２月　９日（火） 町 　 内 　 全 　 域 10:00 ～ 16:00 役場申告会場

１０日（水） 町 　 内 　 全 　 域 10:00 ～ 16:00 役場申告会場
１２日（金） 滝 　 　 　 　 　 瀬 10:00 ～ 15:00 滝瀬寿の家
１５日（月） 花 　 　 　 　 　 磯 10:00 ～ 15:00 とよはま地区センター
１６日（火） 豊 　 　 　 　 　 浜 10:00 ～ 15:00 とよはま地区センター

１７日（水） 三ツ谷山の上・坂下 10:00 ～ 12:00 三ツ谷愛郷会館
三  ツ  谷  影  歌 13:00 ～ 15:00 三ツ谷研修会館

１８日（木） 館 　 　 　 　 　 浦 10:00 ～ 16:00 乙部町民会館

１９日（金） 姫 　 川 ・ 旭 　 岱 10:00 ～ 15:00 姫川ふれあいセンター千 岱 野 ・ 富 　 岡

２２日（月） 栄 　 　 　 　 　 浜 10:00 ～ 12:00 栄浜ふれあいセンター
元 　 　 　 　 　 和 13:00 ～ 16:00 元和交遊館

２３日（火） 鳥 　 　 　 　 　 山 10:00 ～ 12:00 ゆりの里活性化センター
潮 　 　 　 　 　 見 14:00 ～ 16:00 潮見希望館

２４日（水） 元 町 １ ・ 元 町 ２ 10:00 ～ 15:00 プラザおとべ（乙部町商工会）
２５日（木） 緑 　 　 町 　 　 １ 10:00 ～ 15:00 緑町寿の家
２６日（金） 緑 　 　 町 　 　 ２ 10:00 ～ 15:00 緑町寿の家
２９日（月） 町 　 内 　 全 　 域 10:00 ～ 16:00 役場申告会場 初年度住宅取得控除

対象者、譲渡所得者
３月　１日（火） 緑 町 １ ・ 緑 町 ２ 10:00 ～ 16:00 役場申告会場

　２日（水） 花 　 磯 ・ 豊 　 浜 10:00 ～ 15:00 とよはま地区センター
３日（木） 町 　 内 　 全 　 域 10:00 ～ 20:00 役場申告会場 午後8時まで申告受付
４日（金） 町 　 内 　 全 　 域 10:00 ～ 20:00 役場申告会場 午後8時まで申告受付

持参する書類のチェック項目・注意点
配偶者及び扶養親族の生年月日が確認できるもの（健康保険証等）
源 泉 徴 収 票 給与・年金収入のある方
生 命 保 険 料 平成２７年中に支払った証明書
個人年金保険料 平成２７年中に支払った証明書
地 震 保 険 料 平成２７年中に支払った証明書（H18年12月31日までに契約した長期損害保険料等）
社 会 保 険 料 任意継続保険料、介護保険料、国民年金保険料控除証明書
医 療 費 控 除 平成２７年中に支払った領収書（保険等で補てんされた金額は除く）
雑　損　控　除 平成２７年中に支払った領収書（保険等で補てんされた金額は除く）

住  宅  借 
入  金  等
特  別  控  除

初 年 度
・建物の登記簿謄本（権利証の写しでも可）　・契約書又は領収書
・住宅ローン残高証明書（各金融機関の発行したもの）
・住民票など詳しいことは役場税務課まで

２年目以降 ・住宅ローン残高証明書
・２７年分税務署発行の住宅借入金特別控除申請書

障害者手帳等障害であることを証明できるもの
印鑑、還付申告をされる方は預金通帳（銀行、ゆうちょ銀行等）

◎　一時所得（生命保険満期・簡易保険満期等）があった方は、一時金の支払調書または証明書等を持参してください。
◎　ご不明な点がありましたら、役場税務課（℡６２－２３１１）までお問い合わせください。
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2月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 1
　31 1 可燃ごみ

②地区 2 可燃ごみ
①地区 3 不燃ごみ

①地区 4 可燃ごみ
②地区 5 可燃ごみ

①地区 6
ぴよぴよ広場・
ひよこサークル合同

（交流 午前10時～）

赤ちゃん相談・健診
（ケア 午後1時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

7 8 可燃ごみ
②地区 9 可燃ごみ

①地区 10 不燃ごみ
②地区 11 12 可燃ごみ

①地区 13
休日当番医
道立江差病院

乙部町ＰＴＡ連合会研究大会
（公民 午前9時20分～）

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後1時30分～）
不活化ポリオ予防接種

（国保 午後1時30分～）
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日

（江保）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

休日当番医
上ノ国診療所

すくすく広場
（つ保 午前9時30分～）

14 15 可燃ごみ
②地区 16 可燃ごみ

①地区 17 18 可燃ごみ
②地区 19 可燃ごみ

①地区 20
休日当番医
勤医協診療所

ぴよぴよ広場・
ひよこサークル合同

（交流 午前10時～）

女性の健康相談
（江保 午後1時～）
こころの健康相談

（江保 午後3時～）

四種混合予防接種
（国保 午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
健診結果説明会

（元交 午前9時30分～）

健診結果説明会
（姫ふ 午前9時30分～）

21 22 可燃ごみ
②地区 23 可燃ごみ

①地区 24 25 可燃ごみ
②地区 26 可燃ごみ

①地区 27
休日当番医
厚沢部町国保病院

縁桂かんじき散策会
（公民館前出発 午前
9時30分）

骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日

（江保）

よい子の歯科検診
（緑寿 午前9時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（国保 午後1時30分～）
男の料理教室

（高ふ 午前10時～）

健康相談
（ゆ里 午後１時30分～）
姫川おしゃべりサロン

（姫ふ 午後1時～）

健康相談
（三愛 午前9時～）
（三研 午前9時40分～）

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります。

28 29 可燃ごみ
②地区

休日当番医
道立江差病院 会

場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (緑寿) 緑町寿の家

(国保) 国保病院 (江保) 江差保健所 (姫ふ）姫川ふれあいセンター

(ケア) ケアセンターおとべ (三愛) 三ツ谷愛郷会館 (高ふ）高齢者ふれあいセンター

(豊セ) とよはま地区センター (三研) 三ツ谷研修会館 (公民) 公民館

(交流) 生きがい交流センター (元交) 元和交遊館 （町館）町民会館

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡52-1053）

平成２７年度　第２回 男のための料理教室
（と　き）　２月２４日（水）
（時　間）　午前１０時３０分～午後１時００分
（ところ）　高齢者ふれあいセンター（ケアセンターおとべ隣）

（内　容）　簡単で栄養バランスのよい料理づくり　栄養のお話
（講　師）　市村和江管理栄養士
（申込み）　準備の都合上、参加される方は、
　　　　　２月１９日(金)までに必ずご連絡お願いします。

　今年度２回目の男の料理教室を開催致します。みんなで栄養満点のおいしい料理を作りましょう。ぜひ、ご参加下さい。

【申し込み・お問い合わせ】乙部町地域包括支援センター　担当　町中　電話　６２－５８４５

2月2日～ 8日　北海道教職員美術展　（町館10 ～ 17時）

北海道教職員美術展
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二
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
2
月
9
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
2
月
25
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せ

乙部町国民健康保険病院　２月外来診療日程表 午前8:30 ～ 11:00
午後1:00 ～ 3:00診療受付時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

午
前

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬 道

立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良 上

ノ
国
診
療
所

村
瀬 勤

医
協
診
療
所

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

厚
沢
部
町
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良 道

立
江
差
病
院

村
瀬

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

午
後

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

村
瀬

野
村

奈
良

奈
良

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

野
村

村
瀬

奈
良

奈
良

野
村

野
村

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

ねんきんの窓

　国民年金では、保険料を前払いすると割引がある「前
納」という制度があり、口座振替による「前納」と現金
納付やクレジットカード納付による「前納」があります。
　なお、口座振替で「前納」されると現金給付やクレジッ
トカード納付による「前納」よりも割引額が多くお得で
す。

※１　口座振替には１ヵ月の前納制度があります。通常の振替日は翌月末(割引な
し)ですが、当月末の振替にすると、月々の保険料が５０円お安くなります。

※２　６ヵ月分の前納は、４月分から９月分までの保険料を当年４月末までに納め、
１０月分から翌年３月分までの保険料は当年１０月末までに納めます。

　　（口座振替の場合は、上期６ヵ月分（４月分～９月分）は２月末まで申込みし、
４月末に振替えます。下期ヵか月分（１０月～翌年３月分）は８月末まで申
込みし、１０月末に振替えます。）

※３　１年分の前納は、４月分から翌年３月分までの保険料を当年４月末までに納
めます。

　　（口座振替の場合は、２月末まで申込みし、４月末に振替えます。）
※４　その他、現金支払によりご希望月から翌年３月までの前納も可能です。

＜平成２７年度（月額１５，５９０円）の例＞

国民年金保険料の割引について 雪害事故にご注意ください

お問い合わせ・お申し込みは役場町民課年金係
（電話６２－２３１１）まで （お問合せ先）　乙部消防署・乙部町消防団☎６２－２１１４

納　付　方　法 １ヵ月分（※１） ６ヵ月分（※２） １年分（※３）

月々
・現金支払
・クレジットカード支払
　【割引なし】

	 １５,５９０円 	 ９３,５４０円 	１８７,０８０円

前納

・現金支払
・クレジットカード支払
　【割引額】

	 ９２,７８０円
【７６０円】

	１８３,７６０円
【３,３２０円】

・口座振替
　【割引額】

	 １５,５４０円
　　【５０円】

	 ９２,４８０円
【１,０６０円】

	１８３,１６０円
【３,９２０円】

江差警察署からのお願い

乙部町消防団員の募集

　例年、屋根の雪下ろし作業中の転落や屋根からの落氷雪の下
敷きになる事故が発生しているほか、暴風雪により尊い命を落
とす被害も発生しています。
　このような事故を防ぐためにも、次の点に注意してください。
　○雪下ろし作業の時は注意しましょう
　 　屋根の雪下ろしをする場合にはハシゴを支えたり、通行人

や子供の安全を確認したり、万一の際に救助をするため複数
で行うとともに、転落防止の措置を確実に講じましょう。

  ○軒下には注意をしましょう
　 　落氷雪の危険がある軒下などは歩かないようにしましょう。
　 　建物の管理をしている方は、看板やロープなどで歩行者に

注意を促すようにしましょう。

・ 乙部町内の在住者（男性）
・ 年齢１８歳以上
・ 心身健康な者

　消防団は、仕事を持ちながら自分の住む地域の安全と安心を守るため
に活躍しています。
　近年、団員数が減少傾向にあり、乙部町消防団は「若いチカラ」を求
めています。
　町内に在住し心身ともに健康な方、ぜひ消防団の一員となって一緒に
活動をしてみませんか？

・ 活動に必要な被服などの貸与
・ 消防団活動中における公務災害

補償制度の適用
・報酬、出動手当等の支給

・ 出初式（１月３日）
・ 火災予防運動（春・秋）
・ 消防団演習（春・秋）
・ 歳末警戒（１２月末）
・ 消防団で実施する各種行

事・訓練
・ 出動要請による活動（火

災・災害・捜索等）

●入団要件

●処遇

●主な活動
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２月の診療予定です

夜間の外出は、明るい服装で、夜光反射材を身につけましょう。

大腸がん～早期発見・早期治療を～（その一）外来診療体制

整 形 外 科
午前 月から金曜日

（整形外来は、完全予約制となっています。受診される
方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。 
52-0036 内線112 電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 月と金曜日

消 化 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 火曜日

呼 吸 器 内 科 午前 金曜日
午後 木曜日（11日祝日休診）

外 科 午前 月から金曜日
小 児 科 午前 月から金曜日（午後からの受診は事前に連絡願います）

泌 尿 器 科 午前 月から金曜日
午後 水曜日

精 神 科 午前 月から金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前 2日.3日.10日.16日.17日.24日.25日
午後 10日.24日

眼 科 午前 4日.18日（予約以外の方は10時までに受付）
午後 3日.17日.24日

皮 膚 科 午前 火曜日
神 経 内 科  5日.19日

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分

　こんにちは．雪もちらつく季節になりましたが、皆さんお腹の

調子はどうですか？

　“がん”という病気はみなさんよく耳にする病気だと思います．

現在、日本人のうち約3割はがんで亡くなるとされ、2人に1人は

一生涯のうち一度はがんを患うと言われています．先日、国立が

んセンターより2015年のがん罹患予測が発表され、大腸がんは

現在の日本人で最も多いがんであると発表されました。

　大腸がんは、がんの中でも比較的治療効果が望めるがんで、早

い段階で見つけることができれば治すことができる(根治できる)

がんです．特に早期大腸がんであればほぼ100%根治可能で、中

には外科的手術をしなくても内視鏡(大腸カメラ)の治療で完全に

切除できる場合もあります。

とはいえ、大腸がんの症状（腹痛、便秘、血便、便が細くなるな

ど）はどれもある程度進行してから出現するた

め、症状のみから早期に大腸がんを見つけるこ

とは極めて困難です．来月は、検査法を掲載い

たします。

　消化器内科医長　一色　裕之

☆看護職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員を常時募集して
おります。５２－００３６（内線２０２）総看護師長	中野（離職
した方でも、正職員として再就職可能です。）助産師、	薬剤師も募
集しております。

～
赴
任
の
ご
挨
拶
～

　

本
年
一
月
一
日
付
で
、
法
テ
ラ
ス

江
差
法
律
事
務
所
に
赴
任
い
た
し
ま

し
た
、
弁
護
士
の
廣
田
朋
子
と
申
し

ま
す
。
板
垣
義
一
弁
護
士
の
後
任
と

し
て
勤
務
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
一
昨
年
、
研
修
の
た
め
一

年
間
釧
路
に
居
住
し
て
お
り
ま
し

た
。
釧
路
で
の
研
修
の
際
、
道
東
は

根
室
、
道
央
は
札
幌
な
ど
に
行
く
機

会
が
あ
り
、
そ
の
際
、
北
海
道
の
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
々
に
あ
た
た
か

く
接
し
て
い
た
だ
き
、
北
海
道
に
良

い
印
象
を
抱
き
ま
し
た
。
ま
た
北
海

道
に
来
て
仕
事
が
で
き
た
ら
な
、
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
念
願
が

叶
っ
て
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
特
に
個
人
の
方
を
対
象
に

し
た
事
案
に
多
く
関
わ
り
た
い
と
思

い
、
法
テ
ラ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
の
際

の
経
験
か
ら
、
特
に
高
齢
者
や
障
害

者
の
方
々
を
対
象
に
し
た
事
案
に
興

味
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

弁
護
士
の
仕
事
は
、
依
頼
者
の

方
々
の
権
利
関
係
の
変
動
に
関
与
す

る
、大
き
な
責
任
を
伴
う
仕
事
で
す
。

そ
の
た
め
、
何
よ
り
も
、
依
頼
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

し
、
信
頼
関
係
を
築
い
た
上
で
依
頼

者
の
方
々
の
意
向
や
気
持
ち
に
配
慮

し
て
事
件
処
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
相

談
に
来
ら
れ
る
み
な
さ
ん
は
、
様
々

な
困
り
ご
と
を
抱
え
て
不
安
な
気
持

ち
で
相
談
に
来
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
際
に
、
ご
相
談
内

容
を
一
つ
一
つ
お
聞
き
し
事
案
や
依

頼
者
の
方
々
の
ご
意
向
の
把
握
に
努

め
、
ま
た
、
こ
ち
ら
か
ら
も
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

る
よ
う
心
掛
け
、
一
緒
に
良
い
解
決

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
事
務
所
に
相
談

に
来
ら
れ
た
お
客
様
が
少
し
で
も
不

安
な
気
持
ち
を
軽
く
し
て
帰
ら
れ
る

よ
う
、
日
々
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
と

お
世
話
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　

弁
護
士　

廣
田
朋
子
）

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り
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今
年
は
四
年
に
一
度
の
閏う
る
う

年
で
、

二
月
が
二
十
九
日
ま
で
あ
り
ま
す
。

閏
年
の
詳
細
に
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、

今
年
一
年
は
時
間
に
す
る
と
８
，
７

８
４
時
間
、
分
に
す
る
と
５
２
７
，

０
４
０
分
、
秒
に
す
る
と
３
１
，
６

２
２
，
４
０
０
秒
…
。

　

数
字
で
表
す
と
長
く
感
じ
ま
す

が
、
一
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

飲酒運転は「しない、させない、ゆるさない!!」

米
坂　

キ
ヨ
さ
ん（
97
歳
）旭　

岱

福
士
金
次
郎
さ
ん（
88
歳
）緑　

町

斎
藤　

ト
ヨ
さ
ん（
84
歳
）緑　

町

山
﨑　

惠
子
さ
ん（
90
歳
）元　

和

安
岡　

昭
雄
さ
ん（
79
歳
）元　

和

12
月
15
日
～
１
月
14
日

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　

株
式
会
社　

シ
グ
マ

　

代
表
取
締
役　

林　

勲
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
万
円

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

阿
部　

将
大
さ
ん
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

　

外
に
氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ

な
い
方
か
ら
一
件
の
寄
附
が
あ
り

ま
し
た
。

　
あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

倉　

持　
　
　

篤
さ

　

ん（
緑　

町
）

澤　

井　

淳　

子
さ

　

ん（
緑　

町
）

　
ご
け
っ
こ
ん

　
　
お
め
で
と
う

　

昨
年
は
「
官
軍
上
陸
の
地
」
を

軸
と
し
て
観
光
ガ
イ
ド
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
な
る
際
に
掲
げ
て
い
た

施
策
の
コ
ア
に
な
る
思
い
か
ら
で

す
。

　

乙
部
だ
け
で
は
な
く
道
南
出
身

者
の
多
く
は
、
出
身
地
を
聞
か
れ

た
際
に
函
館
の
近
く
と
答
え
る
の

を
多
く
耳
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
た
故
郷
に
自
信
を
持
っ

て
誇
っ
て
欲
し
く
、
就
職
や
進
学

で
乙
部
を
離
れ
て
も
出
身
地
を
聞

か
れ
た
ら
「
追
分
で
有
名
な
江
差

の
隣
」
と
は
言
っ
て
欲
し
く
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　

た
と
え
、
知
ら
れ
ざ
る
英
雄
・

日
本
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
言
わ
れ
た

隊
長
の
「
山
田
顕
義
」
や
不
遇
の

旗
艦
「
甲
鉄
」
の
名
前
を
覚
え
な

く
と
も
、
子
供
達
が
「
官
軍
上
陸

の
地
」
に
〝
凄
い
英
雄
と
軍
艦
が

来
た
ん
だ
”
と
だ
け
覚
え
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
一
心
で
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
の
お
っ
さ
ん
が

熱
く
語
る
ほ
ど
す
ご
い
場
所
な
ん

だ
」
と
思
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
本

望
で
す
。

　

十
二
月
末
に
初
孫
が
生
ま
れ
、

年
末
年
始
の
帰
省
で
初
め
て
対
面

し
、
抱
っ
こ
し
な
が
ら
将
来
を
担

う
子
供
達
に
希
望
を
与
え
る
こ

と
、
些
細
な
事
で
も
い
い
の
で
頑

張
ら
な
け
れ
ば
と
再
度
誓
い
ま
し

た
。

　

母
方
の
田
舎
は
福
島
県
の
二
本

松
市
で
、
未
だ
に
線
量
計
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
故
郷
を
愛
す

る
気
持
ち
と
と
も
に
将
来
へ
の
不

安
の
中
で
私
の
肉
親
も
生
活
し
て

い
ま
す
。

　

た
と
え
人
口
が
減
っ
た
と
し
て

も
乙
部
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
街

は
誇
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

乙
部
に
は
沢
山
の
魅
力
が
あ

り
、
二
つ
の
代
表
的
な
岬
に
は
逸

話
が
あ
り
ま
す
し
、
姫
川
伝
説
な

ど
の
素
敵
な
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
し
て
海
山
川
に
恵
ま
れ
た
自

然
や
、
複
数
の
地
層
の
違
う
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
岬
め
ぐ
り
は
、

間
違
い
な
く
道
内
で
も
屈
指
の
絶

景
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
語
る
前
段
で
「
官
軍

上
陸
の
地
」
を
切
り
口
に
し
て
く

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

灯
台
下
暗
し
と
言
い
ま
す
が
、

外
か
ら
来
た
か
ら
こ
そ
乙
部
の
魅

力
を
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

乙
部
の
人
々
は
当
た
り
前
す
ぎ

て
、
自
分
の
町
の
良
さ
に
気
づ
い

て
い
な
い
の
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
次
産
業
も
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
観
光
が
そ
れ
に
変
わ
る
こ
と

は
な
く
、
一
次
産
業
が
あ
っ
て
こ

そ
の
観
光
で
す
。

　

観
光
産
業
は
一
次
産
業
の
補
助

機
関
に
し
か
な
り
え
ず
、
そ
ん
な

観
光
を
今
年
も
仕
掛
け
て
い
く
と

と
も
に
、
新
た
な
施
策
も
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
達
に
は
難
し
い
歴
史
の
話

で
す
が
、
乙
部
の
子
供
達
に
「
官

軍
上
陸
の
地
」
で
話
が
で
き
れ
ば

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
乙
部
町
の
子
供
達
に
最

後
に
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
「
飛
び
抜
け
た
イ
ン
パ
ク
ト
が

な
い
町
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
君

た
ち
の
町
は
と
て
も
魅
力
の
あ
る

町
で
す
」
と
。

　
産
業
振
興
担
当
　
今
　
昭
人

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
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▲

横
山
崇
裕
氏 

作
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